
中野区社会福祉協議会

２０２２（令和４）年度 
   事業報告書

No.No.

 社協会員および区⺠の皆さまには、中野社協への財政
的⽀援をはじめ、福祉活動へのご理解、ご協⼒頂き感謝
申し上げます。 
 2022年度は、コロナ禍の出⼝が明確に⾒えない中、
顕在化してきた「⽣活困窮者への対応」や「⼈と⼈の
つながりの希薄化」の地域課題の解決に向けて、区⺠・
関係機関と連携協⼒し取り組みを展開しました。 
 昨年度の取り組みを報告させていただくとともに、
引き続き会員の皆さんと様々な地域団体や関係機関と
連携し、地域福祉の推進に努めていきます。

皆さんの会費 
寄付⾦の使い道

＜2022年度 会員数＞ 
普通会員 2342（2423） 
     3191千円（3225千円） 
団体会員 210（219） 
     2214千円（2217千円） 
特別会員 133（108） 
     1474千円（1851千円） 
合計 2685（2750） 
   6879千円（7293千円） 
 ※（ ）は2021年度の実績

社会福祉法⼈ 中野区社会福祉協議会 
〒164-0001 中野区中野5-68-7 スマイルなかの 
電話 5380-0751（⽇・祝⽇・第3⽉曜⽇お休み） 
                        

2023（令和5）年度予算概要

中野社協は２０２３（令和５）年度７０周年を迎えます

2022年度 
予算から

収⼊総額 
554,015千円

⽀出総額 
554,015千円

社協の事業費は、会費
や寄付に⽀えられてい
ます。地域課題へ積極
的に取り組むためには
⾃主財源の確保が⽋か
せません



社会的孤⽴を⽣まない⼈と⼈がつながる地域づくりを⽬指して 2022年度の取り組み（各事業の報告）

ひきこもり
⽀援事業重点①

2022年度よりひきこもり相談
窓⼝を設置しました

中野つながる
ﾌｰﾄﾞﾊﾟﾝﾄﾘｰ

２０２２年度も中野区内の5か
所の地域で実施ししました

中野・⼦どもの未来 
応援基⾦の活⽤

⼦どもの貧困への取り組み

多くの⽅に 
協⼒頂き 
ました

ほほえみサービス事業
ほほえみサービス事業は、区⺠の⽀えあいによる有料の在宅福祉サー
ビスです。会員の声を反映し、新メニューとして「ちょこっと買い物
代⾏」を試⾏しました。

⼦どもの居場所づくり講座、地
域活動応援！講座の実施を通じ
て活動の掘り起こしを実施

ひきこもり状態にある本⼈や家族からの
相談に⾯談や訪問で対応し、カタルーベ
の会（ひきこもり当事者の会）や中野わ
の会（親の会）の活動も⽀援しました。 
 
※新規相談件数 70⼈ 
※⽀援対象者の年齢 
 15歳以下 2⼈  
 16歳〜39歳 25⼈ 
 40歳〜64歳 21⼈  
 65歳以上 2⼈ 不明 20⼈

重点②

中野区内のボランティア 
地域活動に取り組む団体や、社会 
福祉法⼈、企業、⾏政などが協働 
して、⽣活に困っている⼈に⾷を 
通じて⽀援をするプロジェクトです。 
 
⾷品提供世帯数 502世帯 
⽣活・福祉相談等 33⼈ 
寄付者数（お⾦・⾷品等）629⼈ 
実施地域 東部・桃園（地域の独⾃財源） 
 鷺宮・江古⽥・弥⽣（社協寄付を活⽤）

重点③

寄付者の想い
をカタチに

      中野の⼦どもたちの笑顔と 
      夢と未来のために、応援し 
      たいという思いを基⾦とし 
      て積み⽴ててきました。 
    今回、基⾦の⼀部を活⽤し、 
    新学期に向けた⽂房具セットを 
    ⽤意しました。 
 
新学期応援便（⽂具ｾｯﾄのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ） 
 相談機関を中⼼に周知し、⼦どもたち 
 に⽂具をプレゼントしました。 
 
 ⽂具受け取り 187⼈

重点④
地域活動の再⽣ 
と活動者の開拓

まちなかサロンの開催 
 580回 7282⼈の参加 
 
居場所づくり説明会の実施 
 2回実施 33名参加 
 
地域活動応援講座の実施 
 延べ参加者数 635名 
 全43講座の実施 
  グリーフケア、ヤングケアラー、 
  災害⽀援など様々なテーマで開催 
  しました

⾼齢者困りごと⽀援事業
ちょっとした困りごとをサポーターが
お⼿伝い。30分でできることを無料
で⾏っています。

あんしんサポート事業
⾝寄りのないなど、協⼒が得られる親族
がいない単⾝⾼齢者を対象に、定期的な
⾒守りや⽇常的な⾦銭管理、家事援助（
ほほえみサービス事業と連携）を実施し
ています。サービスは有料です。

ファミリー・サポート事業
仕事と育児の両⽴を地域の⽀えあ
いにより⼿助けする相互援助活動
です。サービスは有料です。

歳末たすけあい運動 
（地域活動いきいき募⾦）

 募⾦総額 １９，７４２，０３２円 
 
 募⾦にご協⼒いただきありがとうご
ざいました。 
 コロナ禍で⼯夫をしながら活動を
継続している団体への助成⾦等に活⽤
や、社会福祉協議会の地域福祉事業に
活⽤しています。

※新規相談件数 70⼈ 

 16歳〜39歳 25⼈ 
 40歳〜64歳 21⼈  

通じて⽀援をするプロジェクトです。 

⾷品提供世帯数 502世帯 
⽣活・福祉相談等 33⼈ 
寄付者数（お⾦・⾷品等）629⼈ 
実施地域 東部・桃園（地域の独⾃財源） 
 鷺宮・江古⽥・弥⽣（社協寄付を活⽤）

若い世代
の相談も
多くあり
ました


